























しての社会学入門』（Park & Burgess ［1921］ 1924）という重要な教科書の作成に，大きな役
割を果たしたのがロバート・パークである 1。
　初期シカゴ学派社会学の学説史研究には，すでにかなりの蓄積があるものの，1916 年にシ









How Did Ernest Burgess Direct the Research of the Early Chicago School of 



































かを検討すべく，論者は 2 次文献の整理を終え，彼の博士論文（Burgess 1916）や 30 歳でシ
カゴ大学に着任するまえの，いわば研究者としての修行時代に作成されたソーシャル・サー
ベイの報告書などを時間をかけて読みこみ，解釈してきた（鎌田・中野 2003 など ; 鎌田 2016, 
2018, 2018a, 2019）。また，シンボリック・インターラクショニズムの重要文献として，バージェ
スがかかわった『コロンバスのプールルーム』をはじめとする３つのサーベイ報告書も，今
後，検討されていくべきだと思われる （University of Kansas, Department of Sociology 1915，













の産物といえるだろう。そして 1915 年から 1917 年に公刊されるソーシャル・サーベイを，カ

















































































　2 年前にプール・ルームでプール式玉突きを覚えた 17 歳の若者（E290）は，自分の観
察から以下のように書いている。｢｢バケツ賭けする連中（bucket gang）」 がプール・ルー
ムにたむろするのを許してはいけない。道を隔てた酒場の　 　  が入店して連中と顔み
しりになるのを許してはいけない。」少年がプール・ルームを卒業して酒場に入学する道
筋が，彼の陳述により明らかになるのではないだろうか。（CPC 1916:13=2020:36）




































でき，他の答えに到達できることもある。」（Burgess & Bogue 1964a:9）12
　このとき，アンダーソンの報告書はバージェスにより保管された 13。おそらくドヤ街
（lodging-house）に関する資料も，ほかの学生の学期レポートなどと一緒に『ホーボー』のみ









































































































2 　シカゴ大学で 1914 年に講師（lecturer），1923 年に教授，1935 年に名誉教授となる。パークの経歴は Who 




学で助教（Instructor, 1912-1913），カンザス大学で講師（Assistant Professor, 1913-1915），オハイオ州立
大学で講師（1915-1916）．（Who Was Who in America, V.4, 1968 : 137; 鎌田 1997:82）。
























　2 月 6 日。日曜の夜，午後 11 時にプール・ルーム（X4）に入った。「賭け事厳禁」という表示の下で，
25 歳くらいの 3 人の若者がニギリのプール式ビリヤードで遊んでいた（playing pool on pay balls）。
は脇に立っていて，1 ゲームごとに壷からじゃらじゃらと 10 セント硬貨を取りだしていた。ゲーム中，誰
が勝っているんだと一人が尋ねたところ，「こいつは，おれが勝つゲームさ」と　　　は言った。店が閉ま
る 11 時 45 分に，若者の一人は 25 セント浮き，もう一人は 25 セント沈み，3 番目のものは 4 ドル近くも失っ
ていた。店主は正しかった。彼の一人勝ちだった。見物は 3 人から 5 人と多様だった。
署名者　E
　4 月 23 日。日曜の夜，午後 10 時 20 分にプール・ルーム（X1）に入った。第 1 の台では，おそらく 18
歳未満の二人の少年が，第 2 の台では，その一人が　　　である 25 歳から 30 歳の 3 人の男がプール式ビ
リヤードで遊んでいた。
　入っていくと，第 2 の台にいた男たちは疑わしげにわたしを眺めあげたが，2 度目の視線を浴びること
なく手洗い場へとわたしは通りぬけた。1 分後に出てきて，第 2 のゲームの見物人であるほかの 3 人と一





アまで行き，警官がドア近くにぶらついていないことを確かめたあとのことであった。午後 11 時 30 分過
ぎてすぐにわたしは立ちさった。
署名者　A
　土曜の夜 10 時 30 分。一番台数の多いプール・ホールの一つで，店の　　　　と中年の客が部屋の奥に
ある台でさいころ賭博をはじめた。二人は調査担当者もゲームに誘おうとするが，失敗する。彼らはとう












　第 1 の問いに答えた 538 人の少年たちのうち，199 人だけは　　　に年齢を聞かれたことがあると答え
たのに対し，339 人は一度も年齢を尋ねられなかったと述べた。第 2 の問いに肯定的か否定的な答えをし































めぐらされた research question の糸が，シカゴ・モノグラフを一体として結びつける intertextuality の
枢軸として読解の鍵となる（Anderson 1923:27-39=1999-2000: 上 , 48-67; Zorbaugh ［1929］1976: 69-104= 
1997: 79-123; Cressey ［1932］1969=2017）。ただし，『ゴールドコーストとスラム』で実際に引用されてい
る『ホーボー』のデータは，スラムにおけるテキヤ，物売り，街頭演説などに関する部分である（Anderson 




















































17　“Social Survey” 論文（Burgess 1916a:499）では，「ソーシャル・サーベイは民主主義の学校」と解釈でき
る文言がある。
18　犯罪，非行，売春など，社会改革やソーシャル・サーベイの関心の的となった社会現象，社会問題への注目が，
シカゴ・モノグラフにも引きつがれていることは言うまでもない（Landesco ［1929］ 1968; Thrasher ［1927］ 
1963; Reckless ［1933］ 1969）。
19　ジョンソンとパークには，シカゴ市での人種暴動を受けたアフリカ系の人々の暮らしぶりのサーベイで
ある『シカゴの黒人』に取りくんだころ以来の結びつきがある（Chicago Commission on Race Relations 
─ 34 ─
鎌　田　大　資
1922; Gilpin & Gasman 2003; 鎌田 2009）。
20　パークの人種関係論全般に関しては，Lyman（1990）, 鎌田（2007）も参照。『科学としての社会学入門』（Park 
& Burgess ［1921］ 1924）での競争，闘争，応化，同化という人種関係サイクルは，実証的モデルというよ
りも理念型であり，太平洋岸の日系人調査などでの実証的な適用機会にも活用されてはいない。
21　シカゴ大学で「家族」（The Family）というタイトルの授業が開講されたのは 1913-1950 年（Harvey 




22　バージェスの統計調査に関する諸経緯については，2010 年 5 月 30 日「予測研究の予期せざる結果――アー
ネスト・Ｗ・バージェスの予測研究をめぐって」第 61 回関西社会学会研究報告 II「社会調査法・社会移動」
（於　名古屋市立大学）において報告した。
23　ヒューズはシカゴ大学で 1928 年に博士号を取得，同大学に教員として在職したのは 1938-1961 年（Harvey 
1987:224-225, 286）。
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